• 

トウ ロットのお 母ち やま は、 朝、 いろんな 人た ちと 

一し よに、 馬車で そとへ お出かけに なりました。 ド- 

ヴレ— さんと いふよ その をぢ さまが、 馬の たづな をと 

り、 もう 一人の をぢ さまが ラッパ をなら して、 みんな 

でた のし さう に 出て いきました。 トウ ロット は、 ち ひ 

さくて、 足 手 まと ひになる ので 別荘に のこされました 

トウ ロット は、 女中の ジ ヤンヌと 二人で あそぶ つも 

りで ゐ たのです のに、 お 母ち やま は トウ ロットが たい 

くっする だら うとお もって、 先生の ミスに、 来て やつ 



て 下さいと おたのみ になった ものです。 トウ ロット は、 

あ、 あと、 がっかり しました。 お 母ち やま は、 トウ ロッ 

ト にさう だん もな さらないで、 いやな 人 をお よびに な 

るので すから たまりません。 

ミス はお 庭のお くの ベンチに こしかけて、 偉大な お 

鼻の 上に めがね をのつ けて、 顔 中の すぢー つ さへ うご 

かさないで、 自動 器械の やうに、 さく/ \ と ご 本 をめ 

くって ゐ ます。 トウ ロット は、 ミスに しかられ ないや 

うに、 何 かわる くない こと をして、 時間 を つぶさな け 

れば なりません。 それで さんん \ かんがへ て、 け ふ は 

お 庭の 中 をく はしく 見て 歩いて みょうと おも ひっき ま 



した。 

今 は、 庭 も かなり あれて ゐて、 砂利 だの、 やせた 芝 

の ごみ だの、 木の きれはし なぞが、 ちらかつ たりして 

ゐ ますが、 でもまん 中 どころ にある バラの 木 だけ は、 

人の 目 を 引きつけ ないで はおき ません。 とてもす ばら 

しい、 い、 バラの 木で、 ときん \ 花 がさき ます。 け ふ 

も、 ちょうど 一 つ、 大きく さき ひらいて ゐ ます。 トウ 

ロット は、 その 花 を うっとりと、 いろんな 方が くから 

ながめました。 それ は 何ともい へない、 きれいな 花で 

と、 そのうちに、 きふに トウ ロットの 目 は、 大きく 



まるくなって、 じっと 一と ころ を 見す ゑました。 ほう、 

こ はい ものが ゐる。 バラの 葉の 上に かたつむり がの 

そ/^ うごいて ゐ ます。 ぉゝ、 いやな やつ。 うしろに 

きら/ \ した あと を ひいて、 頭 を 右に ま はしたり 左に 

ま はしたり、 つの を 出したり、 ひっこめ たりして ゐま 

す。 ちっとも、 ゑんり よなん かして ゐ やしません。 

トウ ロット は、 しばらく、 じっと見 つめたの ちに、 す 

る どい 声 をた て、 ミス をよ びました。 

「ミス、 来て ごらんな さいご 

ミス は 大きな 鼻 を 上げ、 ご 本 を か、 へて、 四 またぎ 

で トウ ロットの そばへ 来ました。 



「何です。 」 

トウ ロット は、 お、 こ はい/ \ と いふ やうに、 ゆび 

さしました。 

「かたつむり ぢ やありません かご 

それ はわ かって ゐ ます。 トウ ロットが 見た つて かた 

つむりです。 

「この 軟体動物 は 植物に 害 を 加へ ます。 殺しても かま 

ひません ご 

トウ ロット は、 けっこうな おゆるし をいた y きまし 

た。 しかし、 こいつ をつ かまへ るの はた まりません。 

とてもい やなこと です。 



うく かたつむり のからの 上に ゆび をつ けました。 か 

たつむ リは、 びっくりして、 すっかり 家の 中へ ひっこ 

んで しま ひました。 もう 何も 出て は 来ません。 トウ 

ロット は、 ずっと 息が らくに なりました。 しかし、 け 

つきよく 同じ ことでした。 いくら 何にも 出ない からつ 

て、 じたい、 こんな 動物 は、 とてもす きで はない から 

です。 

トウ ロット は、 つかみ 上げ はした もの、、 さて どう 

したら い、 かと、 もじ/ \ しました。 あ、、 い、 こと 

が ある。 トウ ロット は、 それ を そっと、 へいごし にお 

となりのお 庭の 中へ なげこま うとお もって、 手 をう し 



びて、 ぐるりと 一 ま はりして 来て、 お 食事 をす るの が 

たのしみ なのです。 きっと さう です、 でも、 バラ を 食 

ベる。 バラに 害 をす る。 やっぱり、 ばっして やらな け 

れ ばいけ ない。 

しかし、 だれ だっても の を 食べます。 このかた つむ 

りだつて、 バラの 上 を は ひま はって ゐ るの は 悪気が あ 

つてではありません。 おなか y すいて ゐ るからで す。 

からだ を やしな はなければ ならない からです。 それ を 

ばっしる とい ふの は ひどい やうです。 

でも 人 は、 を 牛 や 羊 や 小羊 を 殺します。 あんなに、 

かなしい 声で なく、 かはい さうな 小羊 を も 殺します。 



つむり を ながめました。 お、 いや だ。 そんな こと は、 

とても 出来つ こ はない。 お、、 いや だ/ \。 

ミス はと ほくから、 あざける やうな ようす をして 見 

てゐ ます。 トウ ロットが どう 結末 をつ ける かと、 ひざ 

の 上に ごほん をのせ て、 そり 身に なって 見て ゐ るので 

その ミスが、 ふいに、 針に でもつ きさ、 れ たやう に 



たらしく ふみつぶし もせず、 そして- ,1 のうつ くし ぃバ 

ラを も、 すっかり 保護して やった ことが、 トウ ロット 

に はとても/^ とくいでした。 
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